
物  質  名 イソホロン ＤＢ－8 

別  名 

α-イソホロン、1,5,5-トリメチル-1-
シクロヘキセン-3-オン、3,5,5-トリメ

チル -2-シクロヘキセン -1-オン、

3,5,5-トリメチル-2-シクロヘキセノ

ン 
CAS 番号 78-59-1 
PRTR 番号 － 
化審法番号 3-2381、3-2389 

構 造 式 
 

 

分子式 C9H14O 分子量 138.21 
沸点 215.2℃ 1) 融点 －8.1℃ 1) 
蒸気圧 4.38×10-1 mmHg（25℃、実測値）2) 換算係数 1 ppm = 5.65 mg /m3（25℃） 
分配係数（log Pow） 1.70（実測値）3) 水溶性 1.2×104 mg/L（25℃、実測値）4)

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 2,690 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 1,870 mg/kg  5)  
 ラット 吸入 LC50 7,000 mg/m3 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.075、0.15、0.3％の濃度で 13 週間混餌投与（雄で 0、57、103、234 mg/kg/day、
雌で 0、79、164、312 mg/kg/day）した結果、0.3％群の雄で 6 週目から 12～13％の体重増加

の抑制を認めた 6) 。この結果から、NOAEL は 0.15％（103 mg/kg/day）となるが、週毎に作

り置きした混餌試料中での本物質の安定性について疑問視されている 7) 。 
・ラット、マウスに 0、250、500 mg/kg/day を 103 週間（5 日/週）強制経口投与した結果、500 

mg/kg/day 群では試験期間を通して雄ラットで 5％、雌のラット、マウスでは 2 年目に 5～8
％の体重増加の抑制がみられ、雄ラットの生存率は有意に低かった。また、雄ラットでは 250 
mg/kg/day 以上の群で尿細管の石灰化、尿細管及び腎盂の上皮の過形成、副腎皮質の脂肪変性、

雄マウスでは 250 mg/kg/day 以上の群で肝臓の凝固壊死及び巨細胞化を認め、腫瘍の発生もあ

ったが、雌ではラットの 250 mg/kg/day 以上の群で腎症の発生増加がみられた以外には投与に

関連した病変の発生はなかった 8) 。この結果から、LOAEL は 250 mg/kg/day（ばく露状況で

補正：179 mg/kg/day）であった。 
・イヌに 0、35、75、150 mg/kg/day を 90 日間強制経口投与した結果、一般状態や体重、摂餌量、

臓器の重量や組織に影響はみられなかった 9) 。この結果から、NOAEL は 150 mg/kg/day であ

った。 
・ラットに 0、209 mg/m3 を 4 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、209 mg/m3 群の雄で

体重増加の有意な抑制と肝臓重量の有意な減少を認め、雌でリンパ球、ヘモグロビン濃度の

増加と好中球の減少もみられたが、1/3 のラットで実施した組織の検査に異常はなかった。こ

の結果から、LOAEL は 209 mg/m3（ばく露状況で補正：37 mg/m3）であった 10)。 
・ラットに 0、141、283、565、1,130、2,825 mg/m3 を 6 週間吸入（8 時間/日、5 日/週）吸入さ

せた結果、283 mg/m3 以上の群で腎臓障害、565 mg/m3 以上の群で死亡率の増加、体重増加の

抑制、肺の鬱血や上皮剥離など、2,825 mg/m3 群で慢性の結膜炎や鼻の炎症を認めた 11) 。こ



の結果から、NOAEL は 141 mg/m3（ばく露状況で補正：34 mg/m3）となるが、試験に用いた

本物質の純度が低く、これらの影響を生じさせる他の揮発性物質も含まれていたことが問題

として指摘されている 8, 12) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラット、マウスに 0、250、500 mg/kg/day を 103 週間（5 日/週）強制経口投与した結果、いず

れの雌雄でも投与に関連した生殖器官への影響はみられなかった 8) 。 
・ラットに 0、2,825 mg/m3 を 3 ヵ月間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた後、ばく露群、ばく露

群と対照群でそれぞれ交尾させ、ばく露群には妊娠中も吸入させた結果、妊娠率や同腹仔数

に影響はなく、仔に異常もみられなかった 13) 。この結果から、NOAEL は 2,825 mg/m3（ばく

露状況で補正：504 mg/m3）であった。 
・ラット、マウスに 0、141、283、650 mg/m3 を妊娠 6 日目から 15 日目まで（6 時間/日）吸入

させた結果、650 mg/m3 群のラットで妊娠 12、15 日目、マウスで 18 日目に体重が 6％前後低

く、650 mg/m3 群のラット胎仔（雌）で頭臀長は有意に短かった。また、予備実験では 848 mg/m3

群のラット及びマウスの胎仔数匹で脳ヘルニアもみられた 14, 15) 。この結果から、NOAEL は

ラット及びマウスの母、ラットの胎仔で 283 mg/m3（ばく露状況で補正：71 mg/m3）、マウス

の胎仔で 650 mg/m3（ばく露状況で補正：163 mg/m3）であった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼、気道を刺激し、中枢神経系に影響を与えることがある。眼に付くと発赤、痛み、かすみ

眼、吸入すると咳、咽頭痛、灼熱感、めまい、頭痛、吐き気、息切れが生じ、経口摂取では

腹痛も生じる 16) 。 
・臭気閾値は 0.2 ppm（1 mg/m3）との報告 17) がある。 
・ボランティア 12 人に 57、141 mg/m3 を 15 分間吸入させた結果、57 mg/m3 で 40％が臭気を感

知し、143 mg/m3 では眼、鼻及び喉の刺激の訴えがみられて 70％が臭気を感知した。また、8
時間ばく露でボランティアの大多数が耐容できる最高濃度は 57 mg/m3 であった 18) 。 

・5～8 ppm に 1 ヵ月間ばく露された労働者で疲労感や倦怠感の訴えがあったが、換気の改善で

1～4 ppm に低下すると訴えはなくなった 19) との情報が企業から ACGIH に寄せられ、上記ボ

ランティアの知見とあわせて考慮して現在の天井値（TLV-Ceiling）が設定された 20, 21) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 21)  TLV-Ceiling 5ppm (28mg/m3)  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露については、イヌの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 150 mg/kg/day（影響

のみられない用量）を採用し、試験期間の短いことから 10 で除した 15 mg/kg/day を暫定無毒性

量等に設定する。 
 吸入ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 209 mg/m3（体重増

加の抑制など）を採用し、ばく露状況で補正して 37 mg/m3 とし、LOAEL であるために 10 で除

し、さらに試験期間が短いことから 10 で除した 0.37 mg/m3 を暫定無毒性量等に設定する。 
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